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ピーター・グルース 学長・理事長 (2017-2022)



OISTの足跡 (2017-2022)
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• 我々は 2017 から 2022の間に何を達成したか? 創設者のビジョン達成に向けて歩んできたか？
• 我々の経営及び管理運営はキャンパスと大学コミュニティが拡大する中、いかにして課題を克服し
進化してきたか？

• 今後検討すべきこと及び注力していくべきことは何か？
次期学長がどのように意思決定されるかは兎も角として、自身の考えを述べておくこととしました。
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OISTは国際的に卓越した科学分野の研究と博士課程教育を実施し、沖縄の持続的発
展に貢献するために設立された。



広範なステークホルダーとの対話

組織としての成果、節目となる業績

ビジョン、取り組み、概観
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ガバナンスとマネジメント強化のための梃入れ

中期的な課題及び将来への展望

OISTの足跡
ピーターの視点から
(2017-2022)
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ビジョン
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独創的な研究を育てることによりOISTが世界のトップ
大学の一角を占めるに至らしめる

2017年2月21日理事会における学長報告より抜粋

ピーター・グルース学長
2017年1月1日－2021年12月31日

OISTは極めて短期間に優れた研究大学を構築するという偉業をやってみせ
た！しかし、競争相手と互角になるためには未だ道のりがある・・・。

独創的研究体制に関する研究から、科学界でOISTを世界のトップクラスの大学院大
学の一角を占めさせるための秘訣は独創的な基礎研究を育てることだと理解している。
➢Ⅰ 研究及びリーダーシップにおける卓越性

・小さなグループ－広範な科学分野を視野に入れて
・学際的な交流
・できるだけ早い段階での独立

➢Ⅱ ファンディング：基盤的な大学からのファンディング及び弾力的な外部資金
➢Ⅲ 優れたリーダーシップ/マネジメント
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取組み
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・ハイトラストファンディングモデル
大学からの基盤的なファンディング及び弾力的な外部資金
マックスプランク協会の比率： 85/15 

・ リーダーシップ及びマネジメントにおける卓越性
科学マネジメントに関するベンチマークとグッドプラクティスの援用、
同時にOISTの管理運営をプロ化

・研究の卓越性
- 研究の競争力を構築するための長期的な戦略の策定
- 広範な科学分野を視野に入れた小さなグループ
- 学際的な交流
- 早い段階での独立

・研究が牽引する教育及びイノベーション



経済界

教育機関

社会政府 産業界

ステークホルダー及び関連分野の外観

研究

教育
イノベーション

ガバナンスとマネジメント

ステークホルダーとしてのまとまり



広範なステークホルダーとの対話

組織としての成果、節目となる業績

ビジョン、取り組み、概観
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ガバナンスとマネジメント強化のための梃入れ

中期的な課題及び将来への展望

OISTの足跡
ピーターの視点から
(2017-2022)
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研究の卓越性
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・研究展望委員会の設置
設立間もない研究大学が、世界と伍する研究、教育及びイノベーションを

育んでいくためには野心的でありつつよく検討され調和のとれた成長戦略が
必要。

・戦略の展開状況と研究プログラムの実施及び科学的
な発展の状況を見守る

・世界からトップクラスの教員を採用することにより研究
ユニット数で50％の成長、研究論文数で70％の成長

59 PIs (2017) -> 89 PIs (2022)
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研究展望委員会
2017
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国際的に傑出した委員

* ノーベル賞受賞者

• OISTの現況に関する集中的なレビュー（2日間にわたる現地調査 2017年10
月）

• 8名のOIST教員及び4名の外部専門家による新研究分野に関するレクチャー
• 研究室訪問調査、学生評議会及び研究支援技術スタッフとの懇談

（外部委員） （内部委員）
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新規採用及び
拡充の対象と
なる科学分野
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2018-2022年度に向けた対象分野:
• 神経科学

• 生命科学

• 生態学、環境学、海洋科学

• 数学、コンピューター・サイエンス、統計学

• 量子科学

• 材料、化学

• 応用科学、工学
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海洋科学, 気候学及び
持続可能な発展
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Jonathan Miller

Timothy Ravasi
（新規採用）

Ulf Dieckmann
（新規採用）

Vincent Laudet
（新規採用）

御手洗哲司

佐藤矩行Sam Reiter
（新規採用）

Lauren Sallan
（新規採用）



量子科学とサイバーセキュリティの進化のために知の創出
と技術発展に努める

Carlos Cid
（新規採用）

Najwa Araj
（新規採用）

量子科学及び情報技術における世界
トップクラスの専門家が日本発の独
創的なアイデアと人材を育み、国際的
に注目される存在となる

量子技術センター 山田誠
（新規採用）

Liron Speyer 鳥海玲子
（新規採用）

Yasha Neiman
（新規採用）

Philipp Höhn
（新規採用）

Yejun Feng Nic Shannon

David
Elkouss
（新規採用）

Thomas Busch

採用予定

高橋 優樹
（新規採用）

2024年

Jason Twamley
（新規採用）

量子物理学 + ICT工学 + 
コンピュータサイエンス + …

サイバーセキュリティ

根本香絵
（新規採用）

Síle Nic Chormaic 新竹積

岡田佳憲

Artur Ekert
（新規採用）
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順調に進む教員
採用
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Data source: FAO and FM
Photo: Faculty Retreat 2022

教員数の拡充計画及び推移ーPI 100人

予算員数

教
員
数

事業計画（２０２１年度）
における予定数 年７人の増員

＊戦略計画2020-2030における基本計画：2019/20年度以降毎年PI 10人増員

新採用 減員（テニュア審査結果、退職、他機関への転出） 合計
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研究者のネット
ワーク拡充

主な共同研究機関：
多くのトップクラスの日本の国立大学、理研及び多くの世界の研究機関の研究者
CNRS, UCL, Harvard, DoE, Max Planck Society

Chinese Academy of Sciences
Russian Academy of Sciences

UC Berkeley
Australia National University

共同研究者との共著論文数の増加 (2017-2022)

PSL Research University Paris
Sorbonne Universite

2019年にウィーンで発足
OIST、ISTオーストリア、 ワイツマン科学
研究所、フランシス・クリック研究所、
ロックフェラー大学で構成
21世紀の大学管理においても協力

https://bridge-net.org/

主な共同研究機関
どの研究機関と最も多く共同研究を行っているか？
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PIの輝かしい業績
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Prof. Kae Nemoto decorated 
with France’s National Order 
of Merit

銅谷賢治教授が生物学
における顕著な業績で
Donald O. Hebb award
（ドナルド・オールディング・
ヘッブ賞）を受賞

Prof. Svante Pääbo
日本国際賞受賞

Prof. Yabing Qi花王科学賞受賞

田中和正准教授
文部科学省若手科学者賞受賞

楠見明弘教授
脂質に関する研究で
2020年に生物物理学会
から栄えあるAvanti 
Award（アバンティ
賞）を受賞

根本香絵教授
フランス国家功労勲章を受章
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OISTは研究の卓
越性と高い生産
性を達成している

Nature Index Special on Young Universities, https://www.nature.com/articles/d42473-021-00382-2, December 2021.

規模補正後の自然科学における論
文の質において、日本で1位、世界
で10位内に位置している。
[ネイチャー・インデックス2019, 2021]

NATURE INDEX及び
DIMENSIONSにおける
論文数
ここに掲載している規模補正後の
データは、Dimensionsに収録され
ている自然科学系の総論文数に
対するNature Indexの比率であ
る。Nature Indexが特定している
学術誌に掲載されたOISTの研究
者による論文数を規模で補正す
ることにより、規模のより大きな機
関との比較が可能になっている。

DIMENSIONSにおける論文数
自然科学分野におけるOISTの論文数は増加

Nature Indexの比率
Nature Indexに占めるOISTの論文数は2015年から顕著に増加

https://www.nature.com/articles/d42473-021-00382-2
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次世代
科学リーダーの
教育

• 教員：学生比率を１対３程度に維持

• リサーチ・インターンシップ制度（RI）を創設し、RIから博
士課程進学コースを創設

• 科学教育のアウトリーチ活動を強化・拡充

• キャリア開発（PCD）プロジェクトや科学広報活動を通じ
て学生の沖縄コミュニティへの参画を促進

河野恵子准教授 学生選考による優秀教員賞2022受賞
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リサーチ・インター
ンシップ及び博士
課程進学コース
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• オンラインによる博士課程入学者選考（年1回）、リサーチ・インターン

シップから博士課程進学者選考（年6回）
• 博士課程応募者数は200％以上の増加
• 日本人学生の比率は13％から22％に上昇

（注）博士課程への応募者は年間約1,200人 、リサーチ・インターンシップへの応募者は年間約3,000人

競争率の高いリサーチ・インターンシップ及び博士課程入学者選考
博士課程応募者
博士課程入学者

リサーチ・インターンシップ応募者
リサーチ・インターンシップ採用者
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From left to right (top): Simon Hall, Toshinori Matsui, Yuuki Guzmán, Shutaro Omine, Misaki Takabayashi.
From left to right (bottom): Kozue Higashionna, Hanako Adachi, Kanako Aono, Hiromu Josha.

学生の募集・
選考及び
学生支援

QS-APPLE Creative Award 2019
QS-APPLEクリエイティブ賞2019

学生募集・選考の年間優秀賞
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科学教育のアウトリーチ
プログラム

OISTの学生は、地元沖縄の学生と科学者がコミュニティのた
めに何をすることができるかを一緒に考えることで沖縄につ

いて学んでいます

ダイキン・オーキッドバウンティ科学賞
アウトリーチプログラム: OKEON プロジェクト
大学マリーンイニシアティブ (UMI)
サイエンスプロジェクトfor琉球ガールズ
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学生の業績
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OISTの学生コミュニティプロジェクトは沖縄における高校の中退者対策
について助成金を獲得しました
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卒業生たちの
進路
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Dr. Han Yan
OIST 博士課程: 2013-2021 
ピーター・グルース優秀博士論文賞
現在ライス大学ジュニアフェロー

Dr. Thomas Nieddu
OIST博士課程: 2013-2019
現在マリア・スクウォドフスカ＝キュリーポスド
クフェロー
ブラッセルラボラトワールカストレル

Dr. Mark Daly
OIST博士課程: 2012-2017
現在アイルランド科学財団
科学プロジェクト担当官

Dr. Paavo Parmas
OIST 博士課程: 2014-2020
ピーター・グルース優秀博士論文賞
現在京都大学助教

Dr. Andrew Winchester
OIST 博士課程：2014-2021
現在 NRCポスドクフェロー
NIST

Dr. Noa Burshtein
OIST博士課程: 2015-2020
現在ポスドク研究員
ESPCI フランス

Dr. Leonidas Georgiou
OIST 博士課程: 2013-
2020
現在ジュニアベン
チャーキャピタル投資
アナリスト
Hadean Ventures,オスロ

Dr. Lena Schulze
OIST 博士課程: 2012-
2019
現在シニアデータア
ナリスト兼技術主任
The Goodyear Tire & 
Rubber Company

Dr. Irina Reshodko
OIST 博士課程: 2013-
2019
現在チームリーダー
Way Norway

Dr. Adrian David
OIST 博士課程: 2015-2020
オペレーション主任
Upgrade Education

Dr. Chris Reinke
OIST 博士課程: 2012-
2018
現在ポスドク研究員
Inria, フランス

Dr. Faisal Mahmood
OIST 博士課程 2012-2017
現在ハーバード大学医学部助教
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活気あふれる
イノベーション・
エコシステム
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• 2018年にOIST発のスタートアップ、外部からの協賛者との連携、起業
家の育成を目的にプレハブで500㎡のI2イノベーションスクエアを建設

• 産学連携の強化・拡充により助成・受託研究関連の外部資金の
115％増額を達成

• OIST及びOISTを取り巻くアントレプレナーシップ及びイノベーションエコシ
ステムの育成
 大学が取得した特許件数が170％増加
 中核となるスタートアップ1件から増加して第一インキュベーター全体を占有
 日本においてOISTブランドの50億円規模のベンチャーキャピタルを創設
 第二インキュベーターを提案し、内閣府から財務省に2023－2024年度に
向けて必要予算を概算要求



32
イノベーションネットワー
クへの参加企業数

(2021年以降)

© Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University 2020 242 0 2 2 / 1 2 / 2 8

数字で見るイノベーション2017-2022

187
取得特許件数

883
LinkedIn
フォロー数

9
OISTで育ったアクセラ
レーターチーム数

3
OIST卒業生
によるスタート
アップ数

34
インキュベーターへの

入居者数

19?
Collaborative Research 

Agreements

5
OISTの研究から

巣立った
スタートアップ数

54
POCプロジェクト

助成数

19
共同研究協定数
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技術移転及びア
ントレプレナーシッ
プにおける業績
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OIST はアントレプレナーシップ活動について
2022年イノベーションネット賞を受賞

EF ポリマーは、2021年環境スタートアップ大賞において、最高
位である「環境スタートアップ大臣賞」を受賞

新竹積教授がオーストリアから2020年Energy 
Globe Award を受賞

グッドデザイン賞2019を受賞
統合オープンシステムユニット がマイクログリッド、電池
交換型の電気自動車をコミュニティで共有する持続可
能な生活アーキテクチャーに関するビジョンでグッドデザイ
ン賞を受賞

OISTの佐瀬英俊准教授が率いる難消化米プロジェクトがフード・アク
ション・ニッポン推進本部事務局及び農林水産省よりフード・アクショ
ン・ニッポン・アワード部門優秀賞（研究開発・新技術部門）を受賞
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OISTライフタイ
ムベンチャーズ
ファンド
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Target Sectors:

• Health & AgeTech
• Future of Work
• Cross-Border Japan
• Sustainable Living

 

重点分野
・健康及びエイジテック（高齢者向け技術）
・将来の働き方
・日本の国境越え
・サステナブルリビング
・ブルーエコノミー
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沖縄における
イノベーション・ハブ
の構築を促進

第二インキュベーター (1,180 m2)
2023年度中に設計を行い、予算が措置されれば2024年度に
完成予定。50－100のスタートアップを収容可能。これらイノベー
ター及び起業家が一か所でお互いに連携しながら活動する場を
提供することによって、新製品の開発や新たな生産プロセス、技
術的なソリューションの商業化に向けた取り組みを促進。



© Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University 2020

28

2 0 2 2 / 1 2 / 2 8

施設及び基盤整
備における成果

• 第4研究棟が2020年にオープン、第5研究棟は2022年オープン予定
• オンキャンパスに新たな宿舎を開設（サウスヒル、教員宿舎、ガーデンズ）
• カンファレンス・センター（ 講堂棟講堂及び会議室）
• エンジニアリングサポートビルディング
• 第二エネルギーセンター
• スタートアップのための第一インキュベーション施設オープン、第二インキュベーション施設の建設準備
• ハイパフォーマンスコンピューティングクラスター
• WiFi接続機能の強化及びZOOM用シスコ製端末装備の諸会議室

2022年5月26日現在

Incubator II



大学予算及び財源に関する状況
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• 的確な財務管理運営により政府に返還される補助金不要額はゼロ又は最小限
• 新たな予算レビュープロセスを実施（年度中3回のレビュー）
• 運営上の需要変化に対応してダイナミックかつ弾力的な予算の再配分を実施
• 収入獲得の活動を強化 – 助成金セクション及びTDIC（Technology Development & 

Innovation Center）で成果
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広範なステークホルダーとの対話

組織としての成果、節目となる業績

ビジョン、取り組み、概観
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ガバナンスとマネジメント強化のための梃入れ

中期的な課題及び将来への展望

OISTの足跡
ピーターの視点から
(2017-2022)
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日本におけるOIST

科学界、経済界、政界と
のコミュニケーション強化2 0 2 2 / 1 2 / 2 8

• 2021年以降国際文化会館に東京オフィスを開設運営
• 関係省庁の大臣クラスとの交流を拡大
• OISTに関する関係省庁間の連携を調整・促進
• OIST議員連盟の閣僚と協力してOISTに関する問い合わせに対応
• OISTの学長及び幹部と政治家や政策決定者との面談をアレンジ
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次の10年間に
向けて政治的
な支援を強化
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2017 安倍首相、鶴保内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策)
自民党本部朝食会
科学技術・イノベーション戦略調査会
美ら島議員連盟委員
沖縄出身国会議員
内閣府、文部科学省
自民党細田総務会長、二階幹事長

2018 国会議員 尾身（朝子）、細田、渡海、小渕、塩谷、甘利 各議員
沖縄県知事 玉城デニー氏

2019 恩納村長浜村長、村議会
沖縄県富川副知事

2020 自民党OIST議員連盟の発足総会
環境省小泉大臣
文部科学省萩生田大臣
藤井科学技術担当副大臣
沖縄県コロナ対策本部

2021 河野内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策)
平井デジタル大臣ーOISTサイバーセキュリティ構想

2022    岸田首相のOIST訪問
西銘内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）のOIST訪問
OIST十周年記念式典及び東京レセプション

日本及び沖縄の政府関係者・政治家に向けてOIST
支援の必要性を説明



OIST議員連盟の沖縄現地視察（2020年7月17日）
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前列（左から）尾身朝子議員、牧島かれん議員、江島潔議員、西銘恒三郎議員（副会長）、橘慶一郎議員（事務局長）、宮崎政久議員、國場幸之助議員、古川俊治議員
後列（左から）島尻安伊子議員、渡嘉敷奈緒美議員、宮腰光寛議員（副会長）、細田博之議員（会長）、 Peter Gruss学長、塩谷立議員、小渕優子議員（副会長）、三ッ林裕巳議員、上野宏史議員
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OISTを支援する政府関係者の祝辞

ホテルニューオータニ 東京
2022年5月25日
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経済界
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2017 経団連榊原定征会長ほかの幹部
経済同友会小林喜光代表幹事ほかの幹部

2018 比嘉 ジェームス
経団連次期会長 中西宏明日立会長 – 尾身氏の紹介
沖縄経済同友会

2019 企業幹部：コマツ、三井住友フィナンシャルグループ,ヤマトホールディングス、
ヤマト運輸、日立
イェスパー・コール氏及びアジアソサエティ・ジャパンのメンバー
近藤正晃ジェームス（国際文化会館）

2020 パシフィック・アライアンス、日立、三井不動産、森トラスト、森ビル
2021 サントリー、 NEC、 JSR、 東急グループ
2022 サントリー、日本政策投資銀行、沖縄経済同友会

日本の企業幹部、経済・産業界での認知度を高める活動
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アジアソサエティ・ジャパン及び経済同友会との
共催により、OISTブランドの認知度向上及び
日本企業との産学連携拡充を目指して実施

日本のビジネス団体との共催ウェビナー

OIST量子／サイバーセキュリティ構想、
気候／エネルギーのハイブリッドウェビ
ナー（OISTとアジアソサエティ・ジャパ
ンの共催）

ヘルスケアの将来と題して、ピーター・グルース学長とイェスパー・コール氏（アジアソサエティ・ジャパンの政策委員会
委員長）が討論

ピーター・グルース学長及びイェスパー・コール氏が
講演した後経済同友会メンバーと熱心に討論
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注目度の高い日本及び世界のメディアによるインタビュー

Perspective on the Future of Okinawa
Special Series on the Eve of 50th Anniversary 

for Reversion of Okinawa to Japan



OIST財団を通じた戦略的な日米ネットワーク構築
• 4名の財団大使
• 10名の理事会メンバー
• 32名の財団アドバイザー
• ハワイ州知事、マウイ郡長、ハワイ郡長、ニューヨーク市長・ニューヨーク州知事代理、ワシントン州知事並び
にハワイ及びニューヨーク市のビジネス・投資業界のリーダー、ニューヨーク及びワシントンD.C.の総領事、在
日米国大使館、那覇総領事館関係者が参加
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OIST財団の設立（2019年11月、ニューヨーク）

• 米日カウンシル
• シリコンバレー・ジャパン
• 米国商工会議所（日本）

• 米日財団
• 日本財団
• 笹川平和財団



広範なステークホルダーとの対話

組織としての成果、節目となる業績

ビジョン、取り組み、概観
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ガバナンスとマネジメント強化のための梃入れ

中期的な課題及び将来への展望

OISTの足跡
ピーターの視点から
(2017-2022)
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ガバナンス・マネジ
メントの再構築

]

• 外からのガバナンス

• 内からのガバナンス

• マネジメント

• 戦略計画2020-2030 及び実施責任者
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チェリー・マレイ 藤田浩之 ベン・L・フェリンハ
（2016年ノーベル化学賞）

エルヴィン・ネーアー
（1991 年ノーベル生理学・医学賞）

OIST理事会 2017-2021

野依良治
（2001年ノーベル化学賞）

イェスパー・コール
（評議員会メンバー）

ジェームス・比嘉

セナパティ・ゴパラクリシュナン

吉野彰
（2019年ノーベル化学賞）

外からのガバナンス －2017年以降の理事会メンバー
学界、ビジネス界、産業界、金融界から
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久能祐子菅大介

川崎達生

桑名由美

東良和

ゴヴァース 健二

ジェニファー・ロジャース ユルゲン・ツェルナー

ナセル・カゼミニ

松本良渕辺美紀

外からのガバナンス－2017年以降の評議員会メンバー
学界、ビジネス界、金融界、その他の研究機関・公的機関から

ファイザル・マームッド

益戸正樹

安西祐一郎



内からのガバナンス － サイエンス・マネジメントの高度化及び効率
性向上のための構造改革
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学長／理事長

プロボスト
アシスタントプロボスト
（事務企画・財務）

事務局長／
副理事長

准副学長、緊急対応コーディネーター

副学長
（財務担当）

副学長（施設
管理担当）

副学長
（人事担当）

副学長（大学コ
ミュニティ・チャ
イルド＆ユース
サービス担当）

副学長（情報
技術担当）

研究科長
副研究科長

教員担当学監
教員担当副学監

研究担当ヂィーン
副研究担当ヂィーン

Grants & 
Research 

Collaboration

Animal 
Resources

Sequencing

Scientific 
Imaging

Instrumental 
Analysis

Engineering

Environmental 
Science

Marine Science

Environmental 
Informatics

Scientific 
Computing & 
Data Analysis

Admission & 
Registrar

Student Affairs

Academic 
Affairs

Curriculum & 
Programs

External 
Engagement

Library

Center for Professional 
Development and 

Inclusive Excellence 
(C-Hub)

Faculty 
Recruiting & 
Evaluation

Academic Human 
Resources

RUA group

Faculty

Research Units

Science & 
Technology Group

Dean’s Research 
Group

Conference & 
Workshop

Government 
Relations

Rules & 
Compliance

Internal Audit

Occupational 
Health & Safety

Health Center

Clinic

Operation 
& Support

Project 
Planning & 
Implement

ation

Training & 
Education

HR 
Management

Recruiting

Employee & 
Labor Relations

Relocation 
Support Services

Campus Building

Facilities 
Operation & Use

Facility 
Management

Housing 
Management

Budget & 
Contract 

Management

Budget

Accounting

Procurement & 
Supplies

Ganjuu Wellbeing 
Service

Language 
Education

Recreation 
Services

Resource Center

Child 
Development 
Center Liaison 

Committee

副学長
（広報担当）

Media Relations

Digital Content, 
Brand & Design

Community 
Relations

首席副学長（技術開発
イノベーション担当）

准副学長

R&D Cluster 
Programs

Business 
Development

Technology 
Licensing

学長室

東京オフィス

統括弁護士

最高コンプライ
アンス責任者

最高情報責任者

最高情報セキュ
リティ責任者

シニア・アドバイザー
（開発担当）

シニア・アドバイザー
（戦略プロジェクト）

オンブズオフィス

ファカルティ・
カウンシル



マネジメント関連の取組み
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• 2017： マネジメント及びリーダーシップ関連のツールを導入（定例的な会合の形態及び文書様式、年2
回の幹部によるリトリート【コロナ禍前まで】）

• 2018以降：組織改革、分析、インスティテューショナル・リサーチ 、ベンチマーキングを活用した高度化した
戦略マネジメント

• 2018 – 2019：戦略計画2020ー2030策定に向けた取組み（外部評価委員会の支持）

• 2020：コーン・フェリーによるOISTで初めての職員エンゲージメントサーベイの実施

• 2021： アドミニストレーションに関するオペレーティングモデル及び効率性の検証（ベイン・プロジェクト）

• 2022：学長の状況説明書

2 0 2 2 / 1 2 / 2 8
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戦略計画事業：
ケン・ピーチ
シニア・アドバイザー（戦略担当）2018-2021
セシリア・ルー
アシスタント・アドバイザー（戦略担当）2018-2020
喜屋武奈央子
事務アシスタント2019-2021

戦略計画
2020-2030

• 7つのタスクフォース、 2つのワーキ
ンググループ、 110-120 名の
OIST職員

• 包摂型・参加型の検討プロセス
• ウェブ上にダッシュボードを掲載し、
協働と文書化のためにチームを
活用した協議を実施

• 英語・日本語の編集チームが質
保証

• スケジュール通りの刊行

検討期間： 2018年9月 – 2019年1月
理事会による編成素案の承認：2019年2月
戦略計画完成版：2019年9月（日英語版）
戦略計画概要版：2020年1月（日英語版）

編集協力： CPR、元 COO吉尾啓介、財務担当副学長芝田政之 外部コンサルタント
デザイン・発行： CPR （戦略計画全体版） Nature Springer Research （戦略計画概要版）
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外部評価2019

OISTを検証し、戦
略計画2020-2030
を支持

国際的に著名な評価委員
• OISTに関する集中的なレビュー（3日間の現地調査ー2019年11月）
• 戦略計画及び各種統計に関する広範な文書調査
• 幹部、教員、研究員、学生を対象とした広範なインタビュー

主要な結論：
• OIST 戦略計画：拡充計画をけん引するために必要不可欠
「外部評価委員会は戦略計画を強く支持し、必要予算に関する現実的な見通しを評
価する」

• 成功への途は明白：格段の成長が必要
「競争力を獲得する上で、80人のPIではクリティカルな規模からははるかに遠い」
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戦略の実施と
そのリーダー達
（2019-2022)
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 ピーター・グルース ノースキャンパス
 山本 雅/Nick Luscombe* 研究機関間の協力
 Kathy Takayama C-Hub
 Gil Granot-Mayer 産業界との連携と協賛会員制度
 Gil Granot-Mayer ベンチャーキャピタル
 Heather Young 学内コミュニケーション
 Heather Young OIST 年史
 Heather Young OIST のブランディング

 Cecilia Lu SDGの取組みとサステナビリティ

 Melanie Chatfield 戦略の実施

チェックのついている戦略的取組みについては、通常業務に移行し、
理事会・評議員会への副学長・科長報告に含まれています。

Peter Gruss
学長/理事長

Nick Luscombe 
研究科長

Kathy Takayama
エグゼクティブ・
ディレクター

C-Hub 

Heather Young
副学長

（広報担当）

Gil Granot-Mayer
首席副学長（技
術開発イノベー
ション担当）

Cecilia Lu
シニアアナリスト

（学長室）
SDG担当主幹

山本 雅
研究科長

(2019 – 2022)

* 2022秋に交代

Melanie Chatfield
副学長（戦略実施担当）

(2022 - )
新たな戦略プロジェクトが実施

に向けて間もなく始動。
PRP 見直しプロジェクト参照

（事務局長報告）



SDG の取組み

国際的な目標を達成するためのOIST全体の枠組み
構成員の参画、協調、総合的な取組みを強化

イノベーションエコシステムのための技術移転及びエントレプレナーシップ

持続性のためのコミュニティの取組みと大学運営

若者の参画と自主的活動を促進するための教育的なアウトリーチ活動

SDGsを達成するために必要なソリューションに貢献する研究成果

https://www.oist.jp/sdg
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戦略的プロジェクト
とそのリーダー達
（2019－2022）
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 芝田政之/加藤重治*
政府連携及び東京関係連絡調整

 芝田政之/加藤重治*
OIST事務管理運営のオペレーティングモデル及び効率性の
見直し

 永瀬智/前田出*
職員のエンゲージメント及び昇給審査

 白新田十久子* 東京オフィス
 Ali Ganjhelou/Scott Rudisel*

OIST キャンパスマスタープラン
 河井哲也

デジタルトランスフォーメーション
 David Janes 寄付金活動拠点*

加藤重治
事務局長

白新田十久子
東京オフィス所長

2019-2022

David Janes
シニア・アドバイザー
（開発担当）

2018-2022

芝田政之
事務局長2021-2022

副学長（財務担当） 2019-2021

Ali Ganjhelou
副学長

（施設管理担当）
2015-2021

前田出
副学長（人事担当）

永瀬智
副学長

（人事担当）
2019-2022

河井哲也
副学長

（情報技術担当）

Scott Rudisel
副学長

（施設管理担当）

*  2021-2022の間に交代



広範なステークホルダーとの対話

組織としての成果、節目となる業績

ビジョン、取り組み、概観
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ガバナンスとマネジメント強化のための梃入れ

中期的な課題及び将来への展望

OISTの足跡
ピーターの視点から
(2017-2022)
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中期的な課題
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• ファンディングの理念、 規模、多様化
• 給与・報酬
• 成長
• キャンパス整備
• スタートアップ文化
• 日本の大学に導入可能なOIST の長所
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Budget Expectations and Commitment

The current research expenses, etc., per PI is about 200 million yen. We will provide a research environment on a similar scale even 
after school opening.”

Director General  of Okinawa Promotion Bureau in the Cabinet Office, Osamu Shimizu
Special Committee for Okinawa and Northern Territory Affairs, House of Councilors

July1, 2009

The annual operating cost will be around 100 million yen … per faculty  … plus [overheads]. […] the total operating cost per faculty 
member amounts around $1.5 million at MIT and Stanford University, whose size is 957 and 1,233,respectively. 

Framework I, November 26, 2003

“It is indispensable to provide high level financial support from the viewpoint of Okinawa promotion. […]
In order for the Graduate University to achieve the world‘s highest level of education and research institution, it is essential for the 
country to take responsibility and provide sufficient financial support from a long-term perspective.”

Minister of State for Okinawa and Northern Territories Affairs, Tsutomu Sato
Special Committee for Okinawa and Northern Territory Affairs, House of Representatives

July 1, 2009

 OIST FY20 and FY21 Operations Budget*: Y17.617B; ~ Y220M /Faculty
* Includes Supplementary Budget

「長期的には300PIs程度を理想形とし、・・・」
新大学院大学の青写真 2008年7月30日
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今後どこに向
かっていくか？

• 戦略：規模とクリティカルマスの確保は依然として重要!
• 横断型・学際型研究拠点の育成について引き続き注
力すること （例）量子技術センター

• 採用、評価過程、研究環境におけるジェンダー平等、多
様性、インクルージョンの課題に取り組むこと

• 持続性及び持続的発展の課題に取り組むため、科学
的な境界を克服すること
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ノースキャンパス
開発構想

2019年構想の改訂および最近の状況

* Slides from VP BFM Scott Rudisel
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ノースキャンパス：久米設計からの 2022年の提案 基盤整備を最小限にした「拡張性」のある計画
INFRASTRUCTURE COSTS

❶

❸❷
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門前街：久米設計 –検討中

108-ヘクタール
Okinawa Innovation 

District
（沖縄イノベーション・
ディストリクト）

7-ヘクタール
シーサイドキャンパス

門前街
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シーサイドハウス：がんじゅう健康長寿クリニック、 ホテル、 会議施設

中規模会議施設地区
会議施設は西地区に配置。ホテルの近くで、
かつ専用駐車場を確保。既存のシーサイドハ
ウスの解体直後に会議施設をホテルと並行
して建設

がんじゅう健康長寿クリニック
健康長寿クリニックは、東地区に設置。
国道58号線及び各ホテルからのアクセス
が容易

ホテル地区
中央にはホテル地区を配置。東地区の
健康長寿クリニックと西地区の会議施
設の間に設置し、両方の地区へのアクセ
スが容易。国道58号線からも直接アクセ
スが可能

Healthy 
Aging 
Clinic



プロボスト 事務局長

評議員会
学長及び理事会へのアドバイス

OIST学校法人のガバナンスと組織

技術開発・
イノベーション
センター

チャイルド・デベロップメント・センター／
ユース・プログラム

理事会
理事長及び副理事長

(職指定)

ノースキャンパス開発
シーサイドハウス開発

監事

エグゼクティブ経営委員会
（理事長、副理事長他）

インターナショナル・
バカロレア・スクール大学学長



沖縄におけるイノベーションエコシステム構築のためにベンチャーキャピタル、イノ
ベーター、アントレプレナー及びビジネスサポートサービスを誘致

スタートアップのためのインキュベーター／アクセラレーター事業を通じて日本及
び世界のアントレプレナーがスムースに起業できる環境を構築

教育アウトリーチ活動、諸会議、ワークショップを通じて知に基盤を置く次世
代の人財を育成

沖縄及びより広い世界に役立つ最先端科学技術
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次の50年を見
据えて
OISTが沖縄及
び日本に貢献で
きること

産業の転換及び経済の飛躍のために沖縄に核となるイノベーションの拠点を
構築
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Thank 
you 

Okinawa!
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